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「大学と地域連携の未来」
生成ＡＩ時代の教育～ＡＩで変わる学びの可能性～

シンポジウム

2026明海大学

2025年度に明海大学の学生や教職員等が実施した小中高等学校等に対する支援の状況について
学生の発表を核にしながら紹介するとともに、その成果と課題などについて広く地域の関係者・
関係機関を交えて考察する中で、生成ＡＩの時代の教育の在り方、生成ＡＩで変わる学びの可能性等に
ついて検討します。

2月7日

2026年

土 12:20 -15:45    

留学生等による児童・生徒との交流学生発表

大学生による学習支援

講　師

演　題

基調講演

これからのＡＩ時代における学びの転換

やす       い           まさ        き

パネルディスカッション
14：35～ 15：35

パネリスト
まつ     もと          ひろ     ゆき

生成ＡＩ時代の教育～ＡＩで変わる学びの可能性～
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学 生 に よ る 発 表

生成AI時代の教育 ～AIで変わる学びの可能性～

演題  これからのAI時代における学びの転換

講師  安井 政樹 氏（札幌国際大学 基盤教育部 准教授）

大学生による学習支援

留学生等による児童・生徒との交流
足立区小学生との交流 ～ 明海大学あけみ英語村2025 ～

足立区中学生との交流 ～ 中学生との異文化交流会 ～

都立高校生との交流 ～ 都立田柄高校での異文化交流会～

浦安市 小学校英語支援

浦安市 青少年自立支援未来塾

浦安市 明海小児童育成クラブ

パネリスト： 松本 博幸 氏 （印西市教育DX専門官）

    西野 厚  氏 （東京都足立区教育委員会 統括指導主事）

    伊達﨑 広 氏 （東京都立南葛飾高等学校 校長）

    早乙女 愛菜 （明海大学外国語学部 日本語学科４年）

    和田 航英  （明海大学外国語学部 英米語学科３年）

コーディネーター：山本 聖志（明海大学教職課程センター 教授）
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プロフィール

演題 これからのAI時代における学びの転換

講演概要

基調講演

① 生成AI時代に求められる学びとは

② AI倫理を育む必要性

③ 現状の生成AI活用

④ 今後の教育における生成AIの可能性

MEMO

講師
や す い

安井 政樹 氏（札幌国際大学 基盤教育部 准教授）
ま さ き

⚫ 北海道小樽市出身。公立小学校教諭として20年勤務の
後、2022年から現職。文部科学省学校DXアドバイザー。

NHK for School番組委員や教科書編集員なども務め
る。専門は道徳教育・ICT教育・インクルーシブ教育。生成
AIやICTを活用した教育実践・研究に取り組む。

全国各地での講演や出前授業なども多数。生成AIを活
用した教育に関する書籍や記事も多数執筆し、「AIと共に
考え、創り出す学び」をテーマに活動を続けている。



学生による発表：留学生等による児童・生徒との交流

概要
東京都足立区の小学生・中学生との交流、東京都立高校生との交流の様子について、実際に
携わった本学の留学生と学生が具体的な内容を紹介します。

３． 都立高校生との交流 ～ 都立田柄高校での異文化交流会 ～

11月12日、本学と教育連携協定を締結している東京都立田柄
高等学校において「異文化交流会」が行われました。この交流会は、
本学外国人留学生と高校生の交流を通じて、お互いの文化について
理解を深めることを目的としています。

本学からは、ベトナム、中国、オランダにルーツをもつ留学生５人が
参加しました。留学生たちは高校１年生の各クラスに分かれて、スラ
イドや写真を見せながら自国文化を紹介し、生徒たちからの積極的
な質問に答えていました。

クラスでの文化紹介の後は国際交流委員の生徒と懇談する機会が
もたれ、最初は緊張していた留学生もリラックスして高校生との交流を
楽しんでいました。

２． 足立区中学生との交流 ～ 中学生との異文化交流会 ～

本学の留学生等と足立区の中学生が英語を使って行う異文化交
流会を2025年度は3回実施しました。

1回目は、6月26日に留学生9人が足立区立第十中学校で２年
生149人と異文化交流会を持ちました。参加した9人の留学生は、
エジプト、オーストラリア、台湾、中国、フィリピン、ベトナム、ルーマニア
の計7か国・地域出身でした。

2回目は、10月17日に留学生5人が足立区立鹿浜菜の花中学
校で1年生128人と異文化交流会を持ちました。参加した5人の留
学生は、フィリピンとベトナム、香港の計3か国・地域出身でした。

3回目は、12月17日に留学生6人と教職課程履修生４人が足立
区立谷中中学校で中学２年生143人と異文化交流会を持ちました。
参加した6人の留学生は、オランダ、タイ、ベトナムの出身でした。ま
た、初めての試みとして、教職課程履修生4人も参加しました。彼ら
は教員免許を取得して将来教員になりたいという夢を持っており、学
校の授業に加わり中学生と実際に関わることができ、貴重な体験の
機会となりました。

１． 足立区小学生との交流 ～ 明海大学あけみ英語村2025 ～

本学の留学生等と足立区の小学生が英語を使って異文化交流を
行う「明海大学あけみ英語村2025 ～小学生異文化交流プロジェ
クト」を10月29日に開催しました。足立区立平野小学校６年生
85人が本学を訪れ、本学の外国人留学生・教職課程履修生約
50人と一緒に英語を使った異文化交流を行いました。

開村式後に12グループに分かれて「グループ・ミーティング」でお互い
に自己紹介をしたり、留学生の母国紹介を聞いたりして打ち解け合
いました。その後、グループごとの「イングリッシュ・キャンパスツアー」で
大学の様々な場所を訪れました。

最後のコミュニケーション活動では、アメリカ出身のパトリツィア教授と
カナダ出身のタイソン准教授から様々な国の食べ物や値段の言い方
を教えてもらい、食べ物の写真を持った大学生に自分の好きな食べ
物とその値段を伝えて買い物をする活動に取り組みました。閉村式
では、参加賞として本学のグッズがプレゼントされました。



学生による発表：大学生による学習支援

１． 浦安市 小学校英語支援

２． 浦安市 青少年自立支援未来塾

３． 浦安市 明海小児童育成クラブ

明海大学では、浦安市教育委員会との連携協定に基づき、学生が外国
語（英語）の授業支援に参画する取組を行っています。本学で履修する
外国語指導に関する授業と実際の教育現場での活動を結び付けることで、
理論と実践を往還しながら学ぶ取組となっています。こうした活動を通して、
学生は小学校英語指導者資格の取得を目指しています。

今年度は、外国語学部英米語学科4年生２人が浦安市立入船小学
校において英語授業の支援を行いました。英語専科教員による授業への
参加に加え、学級担任とALTによるティーム・ティーチングなど、多様な指導
形態を経験することができました。

授業の流れや児童との関わりを実際に体験することで、教職課程で学ん
できた内容を具体的に捉え直す機会となり、将来教育に携わることを目指
す学生にとって、実践的な学びにつながっています。

概要
浦安市の「小学校英語」と「青少年自立支援未来塾」、「明海小児童育成クラブ」における学生
による学習支援の様子について紹介します。

浦安市の児童育成クラブは、就労等により保護者が昼間家庭にいない児
童に放課後等に家庭に代わる生活の場を提供する事業です。明海小児
童育成クラブには、毎日160人を超える児童が通っています。

本学からは、日本語学科の３、４年生５人がボランティアとして参加し、
勉強や工作、サッカーやドッジボール等を児童に交じって行うなどして、児童
が安全にそして楽しく過ごせるように様々な形で児童育成クラブでの児童の
生活を支えています。

浦安市青少年自立支援未来塾は、浦安市教育委員会が実施している
市内の公立中学校の生徒を対象とする事業です。

生徒が学習習慣を確立し、基礎・基本の学力を身に付けることができるよ
う、地域の退職教員や民間教育事業経験者、大学生が数学と英語の学
習支援を行います。今年度は、６か所の公民館を会場に５月末から２月
初旬まで、英語、数学ともに17回教室が開かれます。

本学からは、教職課程を履修する日本語学科と英米語学科の２年生か
ら４年生までの13人が、数学教室、英語教室にそれぞれ参加し、「授業で
はできない貴重な経験を生かして将来必ず教師になるんだ」といった熱い思
いを胸に、中学生を支援しています。



パネルディスカッション

テーマ 生成AI時代の教育 ～AIで変わる学びの可能性～

概要

連携事業に関わる教育委員会や学校、連携事業に参加した学生の視点から、生成AI時代の教育の在り
方、生成AIで変わる学びの可能性等について検討します。

パネリスト・コーディネーター

流れ ①挨拶、テーマ説明、パネリスト紹介

②現状と課題の共有

③解決策と取組の共有

④未来への提案

⑤まとめ

やまもと せいし

松本 博幸 氏

印西市教育DX専門官

まつもと ひろゆき

西野 厚 氏

東京都足立区教育委員会
統括指導主事

にしの あつし

伊達﨑 広 氏

東京都立南葛飾高等学校
校長

だてざき ひろし

早乙女 愛菜

明海大学外国語学部
日本語学科 4年

さおとめ あいな

和田 航英

明海大学外国語学部
英米語学科 ３年

わだ こうえい
コーディネーター

山本 聖志
明海大学教職課程センター 教授
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